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情報社会学科

河井　理穂子　　Rihoko KAWAI
（著書）
１）人間社会学部本（共著）情報社会と法　2017年３月　埼玉工業大学人間社会学部編　埼玉工業大学

出版会　pp.97-104
（その他）
１）【招待講演】ミュージアムと著作権・個人情報（単独）2017年２月25日　日本ミュージアム・マネー

ジメント学会ミッション・マネジメント研究部会平成28年度第２回研究会「ミュージアムと著作権
Part２〜博物館教育事業の個人情報と著作権」　国立科学博物館 

小寺　昇二　　Shoji KOTERA
（著書）
１）人間社会学部本（共著）バスケットボール「Ｂリーグ」の誕生について知っていますか？　2017年

３月　埼玉工業大学人間社会学部編　埼玉工業大学出版会　pp.113-120
（その他）
１）文部科学省主催「スポーツ・文化・ワールド・フォーラム」（10月19日～22日）のワークショップ「企

業は、アスリートと国民の絆を結べるか？」パネラー

佐藤　由美　　Yumi SATO
（著書）
１）人間社会学部本（共著）教員になるには　2017年３月　埼玉工業大学人間社会学部編　埼玉工業大

学出版会　pp.153-156
（論文）
１）教職課程における『教職に関する科目』と『教科に関する科目』の連携Ⅲ―アクティブ・ラーニン

グを意識した授業づくり―（共著）2017年３月　埼玉工業大学人間社会学部紀要第15号　pp.1-11
２）大韓民国の学校制度とカリキュラム―「自由学期制」の導入―（単著）2017年３月　埼玉工業大学

人間社会学部紀要第15号　pp.13-23
３）日本統治末期の朝鮮における学校経験―光州師範学校から萬頃国民学校へ・竹内幹雄氏の場合―（共

著）2017年３月　日本植民地教育史研究会『植民地教育史年報』第19号　皓星社　pp.173-195
（研究発表）
１）旧制金川中学校の台湾・朝鮮留学生（単独）2017年４月29日　アジア教育学会研究会　上田女子短

期大学

研究活動報告
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（その他）
１）文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ））2014年４月～2017年３月「日本統治下台湾・朝鮮

からの留学生に関する研究」（研究代表者：佐藤由美）
２）文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ））2017年４月～2022年３月「日本統治下台湾・朝鮮

の師範学校に関する研究」（研究代表者：佐藤由美）

高橋　広治　　Koji TAKAHASHI
（著書）
１）人間社会学部本（共著）文系でもプログラミング―はじめの一歩―　2017年３月　埼玉工業大学人

間社会学部編　埼玉工業大学出版会 pp.1-8
（研究発表）
１）球状星団のFokker-Planckモデルにおけるクーロン対数の扱いについての再考（単独）2017年９月

日本天文学会秋季年会　札幌市（北海道大学）

田中　克明　　Katsuaki TANAKA
（著書）
１）人間社会学部本（共著）つぶやきを分析してみよう　2017年３月　埼玉工業大学人間社会学部編 

埼玉工業大学出版会　pp.9-14
（研究発表）
１）黒電話により個人の語りを蓄積する仕組みの検討（単独）2016年11月 第１回市民共創知研究会
　　（遠野）
２）Telephonoscope: A Media Design Study of Technologies and Cultural Programs for Novel 

Microdigital Storytelling.（共同）2017年５月 The 67th Annual Conference of the International 
Communication Association（San Diego, CA）

３）システム0708による振り返り（単独）2017年７月 5：Designing Media Ecology シンポジウム（東京）
（その他）
１）文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C））、2016年４月～2019年３月、「自らを通時的な対象と

する情報蓄積フレームワークの構築」、研究代表者:田中克明
２）委託研究、「時系列に基づく特許文献解析ツールに関する研究」、2017年１月～2017年12月、トヨタ

テクニカルディベロップメント株式会社
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檀上　　誠　　Makoto DANJO
（著書）
１）人間社会学部本（共著）CGデザインを学びたい方たちへ　2017年３月　埼玉工業大学人間社会学

部編　埼玉工業大学出版会　pp.29-36
（論文）
１）携帯情報端末を利用した統合型ARインストルメントパネル開発（共著）第15回 埼玉工業大学 若

手研究フォーラム 2017 研究発表論文集（15）2017年７月　pp.110-111
２）車載テレマティクス・システムにおけるユーザインタフェースに関する研究（共著）先端科学研究

所 アニュアルレポート 2016（15）2017年３月　pp.17-23
（研究発表）
１）産学連携型CIデザインに関する研究および開発について（共同）2017年７月　第15回埼玉工業大

学若手研究フォーラム　埼玉工業大学
２）「心の健康支援、脳波可視化システム：ZENAVI」（共同）イノベーション・ジャパン2017～大学見

本市＆ビジネスマッチング～、東京ビックサイト　2017年８月31日-９月１日
（作品発表）
１）埼玉工業大学次世代自動車プロモーション用３DCG映像の制作（共同）2016年12月　創立40周年

記念式典　埼玉工業大学
（その他）
１）創業100周年に向けた経営理念、ロゴマークの制作（共同）2016年11月～2017年９月　共同研究

No.29-教-075　株式会社新吉
２）視認性・デザイン性に優れた次世代インストルメントパネル開発　2016年４月～2017年３月　（共

同）学内共同研究プロジェクト
３）実用新案「電気自動車」（共同）実用新案登録第3210950号　2017年６月発行
４）実用新案「インストルメントパネル」（共同）実用新案登録第3210949号　2017年６月発行

中川　善裕　　Yoshihiro NAKAGAWA
（著書）
１）人間社会学部本（共著）コンピュータと音楽　2017年３月　埼玉工業大学人間社会学部編　埼玉工

業大学出版会　pp.23-28

永本　義弘　　Yoshihiro NAGAMOTO
（著書）
１）人間社会学部本（共著）『仮想の世界』を英語で語ろう　2017年３月　埼玉工業大学人間社会学部

編　埼玉工業大学出版会　pp.147-152

研究活動報告
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（論文）
１）“The Interpretation of the English Language that Determines History”　NAGAMOTO Yoshihiro

（単著）埼玉工業大学教養紀要　2017年３月　pp.41-56

林　　信義　　Nobuyoshi HAYASHI
（著書）
１）人間社会学部本（共著）「ユニクロ」と「しまむら」の違いは何だろう？　2017年３月　埼玉工業

大学人間社会学部編　埼玉工業大学出版会　pp.121-128
（研究発表）
１）産学連携型CIデザインに関する研究および開発について（共同）2017年７月　第15回埼玉工業大

学若手研究フォーラム　埼玉工業大学
（その他）
１）創業100周年に向けた経営理念、ロゴマークの制作　2016年11月～2017年９月　共同研究№29-教

-075　株式会社新吉
２）ＳＥＳ（システムエンジニアリングサービス）の新しいビジネスモデルの構築　2016年７月～2016

年12月　共同研究№28-094　株式会社エグゼクション
３）東北再生「私大ネット36」の活動について　大學新聞　2016年10月10日号　p.3

宮井　里佳　　Rika MIYAI
（著書）
１）人間社会学部本（共著）自分のバージョンアップ　2017年３月　埼玉工業大学人間社会学部編　埼

玉工業大学出版会　pp.89-96
（研究発表）
１）東アジア仏教研究会2016年度年次大会（第15回）　コメンテーター（山口弘江氏による発表「五部

大乗経の起源に関する一考察」）　2016年12月　駒澤大学大学会館２４６（東京）

宮崎　　洋　　Hiroshi MIYAZAKI
（著書）
１）人間社会学部本（共著）組織について学んで見よう　2017年３月　埼玉工業大学人間社会学部編　

埼玉工業大学出版会　pp.105-112
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森沢　幸博　　Yukihiro MORISAWA
（著書）
１）人間社会学部本（共著）情報技術が創る新しいコミュニケーション　2017年３月　埼玉工業大学人

間社会学部編　埼玉工業大学出版会　pp.15-22
（論文）
１）携帯情報端末を利用した統合型ARインストルメントパネル開発（共著）第15回 埼玉工業大学若手

研究フォーラム 2017 研究発表論文集（15）　2017年７月　pp.110-111
２）車載テレマティクス・システムにおけるユーザインタフェースに関する研究（共著）先端科学研究

所 アニュアルレポート 2016（15）　2017年３月　pp.17-23
３）Kissenger–Development of a Real-Time Internet Kiss Communication Interface for Mobile 

Phones （共著）2016年12月 In International Conference on Love and Sex with Robots Springer, 
Cham. pp.115-127

４）Kissenger: Development of a Remote Kissing Device for Affective Communication （共著）
2016年11月 In Proceedings of the 13th International Conference on Advances in Computer 
Entertainment Technology, ACM. p.25

５）実用新案「電気自動車」（共同）実用新案登録第3210950号2017年６月発行
６）実用新案「インストルメントパネル」（共同）実用新案登録第3210949号2017年６月発行

（研究発表）
１）「心の健康支援、脳波可視化システム「ZENAVI」、イノベーション・ジャパン2017〜大学見本市＆

ビジネスマッチング〜JSTショートプレゼン　2017年８月31日-９月１日　東京ビックサイト
（その他）
１）学内共同研究プロジェクト：「視認性・デザイン性に優れた次世代インストルメントパネル開発」：

共同研究者：鯨井政祐、檀上誠
２）脳波可視化システム、第２回深谷ものづくり博覧会　研究展示　2017年３月26日
３）次世代EV開発プロジェクト：デザインコンセプト、UI/UXデザイン担当
４）森沢幸博（表紙デザイン）：情報社会学部本、埼玉工業大学出版、2017年３月

心理学科

大塚　聡子　　Satoko OHTSUKA
（著書）
１）人間社会学部本（共著）ストループ効果　2017年３月 埼玉工業大学人間社会学部編　埼玉工業大

学出版会　pp.37-44

研究活動報告
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小野　広明　　Hiroaki ONO
（著書）
１）人間社会学部本（共著）　Ｑ＆Ａによる犯罪心理学への招待　2017年３月　埼玉工業大学人間社会

学部編　埼玉工業大学出版会　pp.137-145
２）犯罪被害者孤児としての半生―現世において千の被害者へ千の支援の輪を―（共著）　2017年５月
　　埼玉工業大学臨床心理センター年報第11号　pp.1-10
３）ろう重複障害者への理解と求められる心的援助―聴覚障害者としての体験と施設における実務経験

に基づいて―（共著）2017年５月　埼玉工業大学臨床心理センター年報第11号　pp.11-20

河原　哲雄　　Tetsuo KAWAHARA
（著書）
１）人間社会学部本（共著）なぜそれを買ったの？―実験心理学と消費者理解―　2017年３月　埼玉工

業大学人間社会学部編　埼玉工業大学出版会　pp.129-136　
（研究発表）
１）反復閾下単純接触による商品評価の低下（３）　（単独）　2017年６月　日本認知心理学会第15回大

会発表論文集　pp.３-10　慶應義塾大学　東京

曾我　重司　　Shigeji SOGA
（著書）
１）人間社会学部本（共著）特撮映画・アニメーションの知覚心理学　2017年３月　埼玉工業大学人間

社会学部編　埼玉工業大学出版会　pp.45-54

友田　貴子　　Atsuko TOMODA
（著書）
１）人間社会学部本（共著）落ち込みから早く立ち直るには　2017年３月　埼玉工業大学人間社会学部

編　埼玉工業大学出版会　pp.73-80
（研究発表）
１）スポーツとレジリエンスが精神的健康に及ぼす影響について―高校生と大学生を比較して―（共同）

2017年６月　日本パーソナリティ心理学会第26回大会発表論文集　PA21　東北文教大学　山形
（その他）
１）文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ））2014年度～2017年度「筆記開示がストレス状態か

らの回復とレジリエンスに与える影響に関する研究」（研究代表者：友田貴子）
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藤巻　るり　　Ruri FUJIMAKI
（著書）
１）ぶつかることによる枠組みの創造―落ち着きのなさを主訴に来談した小学生男児とのプレイセラ

ピー―（単著）　2016年10月　こころの未来選書：発達の非定型化と心理療法（河合俊雄・田中康
裕編著）　pp.26-48　創元社

２）人間社会学部本（共著）もう一つの発達論―人との関わりを通して自分になること―　2017年３月 
埼玉工業大学人間社会学部編　埼玉工業大学出版会　pp.81-88

（論文）
１）「地べた意識」による主体と場の生成―イメージ以前の世界に ‘練り込まれる’ 治療者の意識過程―

（単著）　2017年３月　箱庭療法学研究第29巻第３号　pp.３-13
（その他）
１）籠りを尊重すること、自分と深くつながること―嶋﨑論文へのコメント―（単著）　2017年３月　

東洋英和女学院大学心理相談室紀要第20巻　pp.265-267

袰岩　秀章　　Hideaki HOROIWA
（著書）
１）人間社会学部本（共著）いじめの研究に取り組む―学校臨床心理学の挑戦―　2017年３月　埼玉工

業大学人間社会学部編　埼玉工業大学出版会　pp.65-72 
（研究発表）
１）公立学校におけるスクール・カウンセリング・ボランティア活動（共同）2017年９月　日本学校メ

ンタルヘルス学会第21回大会抄録集　p.47 

三浦　和夫　　Kazuo MIURA
（著書）
１）人間社会学部本（共著）想像上の仲間―トトロは本当にいるのかもしれない―　2017年３月　埼玉

工業大学人間社会学部編　埼玉工業大学出版会　pp.55-64
（論文）
１）「死者の書」と風景構成法・箱庭療法における「向こう側」との往還と結合―「映像と音楽の総合表現」

における臨床心理学と仏教学とのコラボ授業実践報告（１）―（単著）　2017年３月　埼玉工業大
学人間社会学部紀要第15号　pp.31-41

２）片目を失ったがん患者の就労支援事例―エピテーゼが意味するもの―（共著）　2017年５月　埼玉
工業大学臨床心理センター年報第11号　pp.21-30

３）内的体験の言語化と言葉で包んで送り出すプロセス―「不眠」を主訴とした女子大学生との出会い
と別れ―　2017年５月　埼玉工業大学臨床心理センター年報第11号　pp.31-39

研究活動報告


